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令和８年１０月７日 

福 祉 部 福 祉 課 

 

江東区重層的支援体制整備事業実施計画の策定について 

 

１  目的 

  令和８年３月に策定した「第２期江東区地域福祉計画（令和 8 年度～11 年

度）」において、地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的

な支援体制を構築するため、「重層的支援体制整備事業」を、施策を横断する

取組と位置づけている。 

本事業の令和９年度中の試行実施、令和１０年度の本格実施に向けて、社会

福祉法第 106 条の 5 に基づき、「江東区重層的支援体制整備事業実施計画」を策

定する。 

 

２  重層的支援体制整備事業の概要 

  本事業は、既存の相談体制や事業を活かしながら、以下の３つの支援を一体 

的に実施し、誰一人取り残さない包括的な支援体制の充実に取り組む。 

（１）相談支援 

① 包括的相談支援事業 

高齢者、障害者、こども、生活困窮などのそれぞれの窓口が連携し、相 

談者の属性や世代を問わず相談を受け止める。 

② 多機関協働事業 

  複雑化・複合化した課題を丁寧に紐解き、支援方法の協議や支援関係機 

関の役割分担を調整。 

③ アウトリーチ等を通じた継続的支援事業 

  困りごとがある方の自宅等へ出向く支援を継続して実施。 

（２）参加支援 

既存の取組では対応できない狭間のニーズに対応するため、本人のニーズ 

と地域資源とのマッチングや必要な資源の開拓により、社会とのつながりづ 

くりを支援。 
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（３）地域づくりに向けた支援 

   地域社会からの孤立を防ぐため、地域における多世代の交流や居場所づく

り、多様な活躍の場の確保等を支援。 

 

３ 計画の策定体制 

（１）地域福祉計画庁内推進委員会 

   庁内関係部課長で構成。計画の詳細について検討・調整を行う 

（２）地域福祉計画推進会議 

   学識経験者、区民、福祉関係者等で構成。専門的見地及び区民の視点から 

の意見を聴取し、計画内容を協議する。 

 

４  スケジュール（予定） 

令和８年１０月～  地域福祉計画庁内推進委員会（素案の検討） 

令和９年 ２月   第２回地域福祉計画推進会議（素案の報告・協議） 

 ３月   第１回区議会定例会（素案報告） 

     ４月   第１回地域福祉計画庁内推進委員会（最終案の調整） 

     ５月   第１回地域福祉計画推進会議（最終案の報告・協議） 

６月   第２回区議会定例会（計画案報告） 

計画策定及び一部事業の試行実施 

  令和１０年４月   本格実施 


